
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご坊さんだより  

５ ２０２３年    

月 

 

桑名別院 本統寺 

月 

桑名別院 

団
参
に
て
自
家
製

の
お
や
つ
を
お
配
り

し
、
喜
ば
れ
ま
し
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

 

住
ま
い
の
朝
日
ま

（
婦
人
会 

矢
野
八
千
代
） 

 

 

 

で
バ
ス
を
手
配
い
た
だ
き
、
帰
り

の
バ
ス
で
は
楽
し
い
ゲ
ー
ム
と
景

お
釈
迦
様
の
お
誕
生
を 

皆
で
お
祝
い
し
ま
し
た 

 

さ
る
４
月
８
日
、
別
院
山
門
に
て
花
御
堂
を
設
置
し
「
花
ま
つ

り
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
は
桜
が
満
開
で
し
た
が
、
今

年
は
桜
の
開
花
が
早
く
葉
桜
の
美
し
さ
を
発
見
す
る
中
で
の

 
 

さ
る
４
月
１９
日
、
桑
名
別
院
よ
り
婦

人
会
を
中
心
に
32
名
で
本
山
に
団
体
参

拝
い
た
し
ま
し
た
。 

法
要
は
浄
土
の
世
界
を
表
現
す
る
阿

弥
陀
堂
と
、
そ
の
い
わ
れ
を
確
か
め
な
が

ら
歩
ま
れ
た
親
鸞
聖
人
の
御
真
影
が
安

置
さ
れ
て
い
る
御
影
堂
で
同
時
に
勤
め

ら
れ
、
両
堂
が
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
法
要
後
、
寺
澤
三
郎
氏
（
北

海
道
教
区
）
の
ご
法
話
を
聴
聞
し
、「
最

 

後
の
晩
餐
に
焼
肉
（
い
の
ち
）
を
食
べ
た
い
貪
欲

さ
」
や
「
家
庭
を
蔑
ろ
に
し
た
半
生
を
悔
い
、
仏

道
に
生
き
る
と
夫
が
退
職
後
に
開
い
た
法
要
の
お

斎
の
席
で
早
速
妻
を
顎
で
使
う
滑
稽
さ
」
と
い
う

お
話
に
堂
内
は
笑
い
が
お
き
な
が
ら
も
、
改
め
て

人
間
の
煩
悩
の
深
さ
に
つ
い
て
見
つ
め
ま
し
た
。 

法
要
参
拝
後
は
昼
食
に
「
湯
豆
腐

御
膳
」
を
い
た
だ
き
、
親
鸞
聖
人
の

お
得
度
の
地
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

天
台
宗
の
青
蓮
院
門
跡
へ
、
ま
た
親
鸞

聖
人
の
御
墓
所
で
あ
る
大
谷
祖
廟
に
参

拝
し
、
職
員
よ
り
丁
寧
に
ご
案
内
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

帰
り
の
バ
ス
で
は
法
務
員
が
楽
し
い

ゲ
ー
ム
を
次
々
に
披
露
し
、
盛
り
上
が

る
中
で
桑
名
別
院
に
到
着
し
ま
し
た
。 

 
 

 

 

 

 

大谷祖廟 御廟(御墓所) 

青蓮院門跡 宸殿(お得度の間) 

 

 

「
花
ま
つ
り
」
と
な
り
ま
し
た
。 

勤
行
後
、
輪
番
よ
り
お
話
が

あ
り
、
お
釈
迦
様
が
示
さ
れ
た

「
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
尊
い

い
の
ち
を
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
い
た
だ

き
直
し
ま
し
た
。 

土
曜
日
の
開
催
と
な
り
、
午
前
中
の

開
催
で
し
た
が
、
山
門
は
寺
町
商
店
街

の
「
三
八
市
」
の
お
客
さ
ん
や
親
子
づ

れ
の
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

婦
人
会
と
共
に
お
配
り
し
た
甘
茶

や
「
花
ま
つ
り
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は

用
意
し
た
４
０
０
余
り
す
べ
て
な
く

な
り
ま
し
た
。 

品
を
用
意
下
さ
り

ま
し
て
、
思
い
出

に
な
る
参
拝
旅
行

で
し
た
。 

 

花
ま

つ

り 



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 法話（又は講演）のご案内  
 
◇ 同朋会  会費 500 円 

  5 月１２日（金）午後１時～３時 

講師 安田 雅（桑名別院輪番） 

 

 

 

◇ 人生講座   会費 500 円 

  5 月 7 日（日）   午前 7 時～8 時 

講師 芳岡 恵基           
(菰野町 翠巖寺 住職） 

 

 

◇ 桑名別院法話のつどい  

５月１３日（土） 午後 1 時～3 時 

講師  藤﨑 信  

       （長島町 淨福寺 住職） 

◇ 親鸞聖人御命日のつどい  
５月２８日（日） 午後 1 時～3 時 

講師   森 英雄  

       （津市 松林寺 住職） 

◇ 晨朝法話  
毎朝 午前７時 法話 別院列座 

   （１3 日、28 日の御命日は輪番） 
 

 

 

 晨朝（おあさじ）毎日午前 7 時～ 
 
 祥月経       毎日午前 9 時～ 
13、28 日は午後 1 時～、又 31 日は 30 日に兼ねます。 

 

 
 
 お夕事       毎日午後 4 時～ 
 
  御命日のお参り   

前住上人 13 日 /  親鸞聖人 28 日   

 

 
               

◇ 御歴代御命日  
５月２２日(月) 常如上人 第１５代 

 

    

他の時間に祥月経をご希望の方、 
または年忌等、各種お参りをご希望の方は 
寺務所までお問い合わせください。 

 毎月第一金曜日開講。 

次回 ６月２日（金）午後 1 時～3 時  

 

 

※毎月第一日曜日開講。 次回は６月４日（日）、 
 講師 服部 拓円 （いなべ市 圓福寺 住職） 
 

 

 

 

前 日：午後 1 時より逮夜  
御命日：午前 7 時より晨朝、午前 9 時より日中 

 

桑名別院 本統寺 

三重県桑名市北寺町４７番地 

 

 

 

 

  
 

 

 

前 日：午後４時より逮夜  
御命日：午前 7 時より晨朝 兼 日中 
 

 真宗公開講座  
  日程 ６月２５日（日） 

時間 開場：午後 1 時半/開演：午後 2 時(午後４時まで)  

会場 三重県総合文化センター（津市） 

講師 藤場俊基（金沢教区常讃寺住職） 

講題 「法蔵菩薩の発願とその成就」 

聴講料  500 円 
 

 暁天講座  
日程  ７月１３日（木）～１７日（月） 

時間 午前６時 20 分～午前７時 30 分  

会場 桑名別院本統寺（桑名市） 

テーマ 宗祖親鸞聖人御誕生８５０年 

立教開宗８００年慶讃テーマ 

   「南無阿弥陀仏―人と生まれたことの 

意味をたずねていこう」 

  聴講料 １回 500円（5回分聴講回数券 2,000円） 

 

５月１０日（水）９時より 清掃奉仕活動 

桑名別院婦人会を中心に行いますが、桑名別院

にて誰でもご参加お待ちしております。❁❁❁ 

奉仕活動のご案内 

 

誠に勝手ながら、職員研修のため、 

５月 30 日、31 日は寺務所が休止となります。 

 

 


